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＜研究発表会＞

一般演題の２例目として、南山苑　３階介護グループより発表を行いました。

· 座長　　特別養護老人ホーム　寿幸園　藤本　由美子氏

· 発表者　南山苑　３階介護グループ　嶋脇　澄美

· 演題　　自分らしい生活を取り戻す　～家族との関わりを考える～

· 質問内容　

①症例が南山苑退所後はグループホームへの入所となったが、在宅に復帰する事は出来なかったのか？

　　→「介護者である妻も、体が不自由であり在宅で症例を介護できる人がいなかった

　　　　為、自宅付近のグループホーム入所により、現在は落ち着いている。」

　　②グループホーム入所後は、症例が再び認知症状が出現する事はなかったか？

　　→「退所後の状態は確認できていないが、退所後に症例から当苑に電話でのお礼を

　　　　頂きました。」

一般演題の２３例目として、南山苑　通所リハビリテーションより発表を行いました。

· 座長　　青森県健康福祉部高齢福祉保険課　福田　誠氏

· 発表者　南山苑　通所リハビリテーション　新谷　大

· 演題　　一つの物をみんなの手で　～「山車作り」を通して～

· 質問内容　

①重度の認知症の方には、どのような反応が見られましたか？

　　→初めは見学のみだったが、作業を見ているうちに、自分から「何をやっているんだ？」など、興味を示し次第に参加していくようになりました。

＜特別講演・シンポジウム＞

特別講演「介護報酬改定と療養病床の今後」

講演者　厚生労働省老健局老人保険課課長　鈴木　康裕先生

シンポジウム「今後の高齢者施設の問題点」

シンポジスト

　介護療養病床　梅村病院　　　　　　　梅村　芳文先生

　介護老人保健施設　ケアガーデン青森　北畠　滋郎先生

　介護老人保健施設　希望ヶ丘ホーム　　石戸谷　忻一先生

　特別養護老人ホーム　美土里荘　　　　盛田　益三先生

コメンテーター

　厚生労働省老健局老人保険課課長　　　鈴木　康裕先生

＜考察＞

今回の研修では、県内の老人保健施設が集まり症例を発表して、意見交換を行う事により、現在の老健施設での取り組みを理解する事ができた。私が興味を示した症例は「歯科衛生に関する症例」と「学習療法に関する症例」でした。以前から口腔ケアの必要性は言われてきましたが、現実問題として、歯科衛生士の確保やケアの確立が難しく当苑でもその必要性は検討されていました。スタッフの知識不足などにより、本格的な実施が滞っている状態でした。もっとスタッフの意識と知識の向上を目指して行く必要性を感じました。学習療法では、今各方面で注目されており、学習療法士育成の研修も盛んに行われており、私自身今後、様々な研究をすることにより、現場でのケアとして組み込まれていくのではないか？と期待をしておりました。症例を聞いて、まだまだ研究・改善の余地はあるだろうと感じましたが、認知症が脳細胞の萎縮により引き起こされる病気であるならば、この研究はとても的を得ているものであり、さらなる研究を期待しております。

特別講演では「介護報酬改正」について厚生労働省、いわゆるお国の話を聞く事ができました。介護報酬改正により、全国的に高齢者施設は危機的状況にあり、経営者の苦悩を直に聞き、現場で働く私も安心などしてはおれず、経営者と現場スタッフとのさらなる協力、そして現場スタッフも危機的状況にあり、施設全体で数年先の老健施設としての役割を今一度考えていく必要があると考えました。本当の生き残りはこれからだと思います。私が入社した頃より「高齢者に選ばれる施設でなければいけない」と教育をされてきましたが、今は「高齢者と共に生き残る施設にならなければいけない」という気持ちです。あと、５年後の高齢者施設のあり方、先を見越した経営指針をみなで今後考えながら、日々の仕事にあたりたいと思いました。

